
 

 桑名市 ～本物力こそ、桑名力。～ 

 

 
  

桑名市では、認知症の方ができる限り住み慣れた環境で長く暮らし続けることができる地域

づくりを目指し、様々な取組みを行っています。その 1 つとして、「認知症みんなが安心声かけ

訓練 in新西方」と題した徘徊模擬訓練を、桑名市で初めて新西方地区で開催します。 

認知症高齢者役に声をかける訓練を行うことで、実際に道に迷ったり家に帰れなくな

っている人を見かけたときに、声をかけることができるようになることを目的としてい

ます。また、認知症の人に限らず、困っている人を見かけたら声をかけ合える地域づくり

につなげることを目指しています。 

 

記 

 

＜日 時＞   平成 28年３月 25日（金） 10：00～11：00 

＜場 所＞   新西方地区内（２～６丁目および、イオンタウン桑名新西方） 

            

 

徘徊模擬訓練とは 

 徘徊により行方不明になった人が発生したことを想定し、捜索・声かけ・通報等の訓練を行う

ものです（今回は、声かけの訓練を実施します）。 

 

認知症みんなが安心声かけ訓練 in新西方について 

・ 新西方地区を担当する北部東地域包括支援センターを中心とした各地域包括支援

センターの職員が企画を担当しました。 

・ 当日は、新西方地区住民による５名の徘徊高齢者役が新西方２丁目～６丁目及び

イオンタウンを歩きます。また、１人の徘徊高齢者役に対し、３～４人の地域包括

支援センター職員・市職員・社会福祉協議会職員が随行します。 

・ 開催にあたっては、新西方自治会をはじめとする地域住民の皆さんや地元の商店、

医療機関や介護保険事業所等、多くの人に様々なご協力をいただいています。 

 

※ 当日取材にお越しいただく場合は、前日までにご連絡をいただけると助かります。 

                   

 

平成 26年 8月 18日 

桑名市報道提供資料 

問合せ先：保健福祉部 地域介護課 

   中央地域包括支援センター 

         電話 0594-24-5104 
ゆめはまちゃん 

平成 28年 3月 22日 

桑名市報道提供資料 

「認知症みんなが安心声かけ訓練 in新西方」（徘徊模擬訓練）を開催します 

 


